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ヒドロキノン（CAS no. 123-31-9） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ヒドロキノンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂体

―甲状腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)甲状腺影響 

 Kari ら(1992)によって、ヒドロキノン 50、100mg/kg/day を７週齢から最長２年間(毎週５日)経

口投与した雌雄 B6C3F1 マウスへの影響が検討されている。その結果として、50mg/kg/day 以

上のばく露群で雌雄甲状腺過形成発生率、雌雄肝臓腺腫発生率の高値、100mg/kg/dayのばく露

群で雄肝臓核大小不同発生率、雄肝臓合胞体変化発生率、雄肝臓塩基親和性病巣発生率の高値

が認められた。 

また、ヒドロキノン 25、50mg/kg/day を７週齢から最長２年間(毎週５日)経口投与した雌雄

F344/N ラットへの影響が検討されている。その結果として、50mg/kg/dayのばく露群で雄ネフ

ローゼ重篤度、雌単核球白血病発生率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
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（平成 25年度第 1回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 2-3より抜粋） 

 


